
公民館の図書室は　学びの入口・みんなの本棚 国立市中 1－15－1

TEL.042-572-5141

FAX.042-573-0480

国 立 市 公 民 館

2023 年（令和 5年）9月5日

第 724 号図 書 室 月 報

（１）

〈図書室のつどい 参加者の感想〉

砂川 美和子

与那原恵 著
  『 琉球切手を旅する
      ～米軍施政下沖縄の二十七年～ 』に参加して

よ な は ら　 けい 

　

「
沖
縄
か
ら
届
く
手
紙
に
貼
ら
れ
た
美
し
い
切
手
は
、
東
京
に
暮

ら
す
私
た
ち
家
族
と
沖
縄
を
つ
な
ぐ
小
さ
な
扉
だ
っ
た
」

　

講
演
会
冒
頭
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
与
那
原
恵
さ
ん
は
、
そ

う
切
り
出
し
た
。
与
那
原
さ
ん
の
言
う
「
切
手
」
と
は
「
琉
球
切
手
」、

す
な
わ
ち
、
米
軍
施
政
下
の
沖
縄
で
作
ら
れ
た
切
手
の
こ
と
だ
。

　

南
国
の
色
鮮
や
か
な
植
物
や
魚
、
琉
球
舞
踊
の
踊
り
手
、
文
化
財
、

工
芸
品
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
〝
沖
縄
〟
が
切
手
の
図
柄
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
絵
柄
だ
け
で
は
な
い
。
切
手
の
額
面
が
「
Ｂ

円
」
と
い
う
米
軍
が
発
行
し
た
軍
票
、
そ
れ
が
ド
ル
や
セ
ン
ト
表
示

に
変
化
し
な
が
ら
、
１
９
４
８
年
７
月
か
ら
、
日
本
本
土
復
帰
を
翌

月
に
控
え
た
１
９
７
２
年
４
月
ま
で
２
５
９
種
（
再
刷
含
む
）
発
行

さ
れ
、
米
軍
に
よ
る
沖
縄
統
治
の
時
代
を
小
さ
な
切
手
が
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
戦
後
の
沖
縄
史
を
内
包
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
切
手
の
発
行
を
担
っ
て
い
た
の
は
米
軍
政
府
（
の
ち
の
米
国

民
政
府
）
で
、
や
が
て
琉
球
政
府
郵
政
庁
の
所
管
と
な
っ
た
も
の
の
、

切
手
の
発
行
計
画
や
図
柄
に
つ
い
て
は
米
側
が
大
き
く
介
入
し
た
例

も
見
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
切
手
の
図
柄
を
描
い
た
沖
縄
の

美
術
家
は
誇
り
を
持
っ
て
琉
球
・
沖
縄
の
魂
を
し
た
た
か
に
注
ぎ
込

ん
だ
。
切
手
は
沖
縄
か
ら
の
「
言
葉
」
を
の
せ
て
海
を
渡
り
、
日
本

本
土
に
暮
ら
す
沖
縄
出
身
者
や
世
界
各
地
に
移
民
し
た
沖
縄
の
人
々

へ
と
届
け
ら
れ
た
。

　

与
那
原
さ
ん
が
琉
球
切
手
の
「
扉
」
を
開
い
て
、
そ
の
奥
へ
と
旅

し
た
い
、
琉
球
切
手
を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら

れ
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
先
祖
か
ら
紡
が
れ
て
き
た
沖
縄
と
の
つ
な
が

り
に
よ
る
も
の
だ
。
父
方
は
代
々
琉
球
王
府
に
仕
え
た
家
系
で
、
大

正
期
に
沖
縄
で
生
ま
れ
た
ご
両
親
は
那
覇
で
出
会
っ
た
の
ち
、
沖
縄

戦
の
前
に
上
京
、
与
那
原
さ
ん
は
東
京
で
生
ま
れ
た
。
戦
争
が
激
化

し
、
帰
郷
か
な
わ
ぬ
ま
ま
、
終
戦
を
迎
え
、
沖
縄
は
米
軍
施
政
に
置

か
れ
た
。
ご
両
親
の
故
郷
へ
の
思
い
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
な
か
で
、

何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
が
沖
縄
か
ら
届
く
手
紙
。
沖
縄
の

記
憶
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
る
よ
う
に
、
手
紙
が
届
く
た
び
ご
と
に
思
い

出
話
を
語
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

与
那
原
さ
ん
は
沖
縄
の
親
族
や
琉
球
切
手
の
制
作
に
携
わ
っ
た
関

係
者
に
取
材
を
重
ね
、
特
殊
な
事
情
か
ら
生
ま
れ
た
琉
球
切
手
を
軸

に
、
戦
後
、
米
軍
施
政
下
で
沖
縄
が
た
ど
っ
て
き
た
道
の
り
や
人
物

の
物
語
を
自
身
の
記
憶
も
織
り
交
ぜ
て
こ
の
本
に
書
き
上
げ
た
。　

　

普
段
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
が
、
私
は
講
演
会
の
さ
な
か
、
小

学
１
年
生
の
と
き
の
出
来
事
を
ふ
と
思
い
出
し
た
。
沖
縄
出
身
の
担

任
の
先
生
が
夏
休
み
に
沖
縄
に
帰
省
し
た
折
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
沖
縄
か
ら
絵
葉
書
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
。
そ
の
こ
ろ

は
既
に
沖
縄
は
本
土
復
帰
し
て
お
り
、
琉
球
切
手
で
は
な
か
っ
た
が
、

首
里
城
守
礼
門
の
絵
葉
書
は
ど
こ
か
遠
く
か
ら
届
い
た
贈
り
物
の
よ

う
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
沖

縄
原
体
験
だ
。
そ
の
26
年
後
、
沖
縄
に
惹
か
れ
て
移
り
住
み
、
14
年

の
歳
月
を
沖
縄
の
人
々
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
そ

し
て
、
沖
縄
在
住
時
代
に
、
沖
縄
の
親
友
の
師
匠
と
も
い
え
る
与
那

原
さ
ん
を
知
っ
た
。
今
、
私
は
国
立
に
暮
ら
し
、
与
那
原
さ
ん
と
国

立
市
公
民
館
で
邂
逅
す
る
と
い
う
、
こ
の
世
界
に
あ
る
「
縁
」
と
い

う
も
の
を
思
っ
た
。

　

本
土
復
帰
を
目
前
に
し
た
最
後
の
琉
球
切
手
に
は
「f

i
n
a
l
 

issue

（
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
他
に
例

を
み
な
い
た
め
、
そ
れ
は
切
手
収
集
家
に
は
確
か
に
大
変
珍
し
い
代

物
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
、
沖
縄
の
人
に
と
っ
て
は
、

米
軍
施
政
の「
終
り
」を
宣
言
す
る
深
い
文
言
が
刻
ま
れ
た
と
い
え
る
。

与
那
原
さ
ん
は
沖
縄
か
ら
の
「
言
葉
」
を
届
け
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
小
さ
な
切
手
の
大
き
な
物
語
を
紡
い
だ
。「final issue

」
か
ら

51
年
を
経
た
今
、
与
那
原
さ
ん
が
投
げ
た
「
言
葉
」
を
今
度
は
我
々

が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
番
が
来
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
央
公
論
新
社
）

か
い
こ
う



　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
木
志
門
講
師
の
解
説
は
意
外
な
視
点
か

ら
の
も
の
で
し
た
。
静
雄
は
母
親
の
問
題
か
ら
逃
げ
続
け
て
い
た

た
め
、
あ
あ
い
う
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
、
い
わ
ば
自
業
自
得
だ

と
い
う
も
の
で
す
。
確
か
に
、
同
居
し
て
い
る
母
を
見
捨
て
て
家

を
出
、
働
き
も
せ
ず
周
囲
に
金
を
借
り
ま
く
っ
て
享
楽
的
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
静
雄
が
、
母
の
こ
と
を
語
っ
た
と
し
て
も
心
底
心

配
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
と
す
る
と
、
本
作
は
若
者
の
享

楽
的
な
生
き
方
を
一
見
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が

ら
、
実
は
倫
理
面
か
ら
批
判
的
に
見
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
の
解
釈
で
あ
り
、
あ
の
結
末
は
必
然
だ
っ
た

の
だ
と
深
く
納
得
し
ま
し
た
。
優
れ
た
知
見
に
触
れ
て
、
自
分
の

そ
れ
ま
で
の
見
方
が
音
を
立
て
て
崩
れ
落
ち
る
瞬
間
が
私
は
好
き

で
す
。

２
． 

他
の
小
説
お
よ
び
評
伝
に
つ
い
て

　

他
に
2
作
読
み
ま
し
た
。
1
作
目
は
短
編
集
『
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
と
小
さ
な
ハ
ー
ド
ル
』
。
そ
の
中
で
は
自
分
の
家
族
を
描
い
た

秀
雄
も
の
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
頑
固
で
気
ま
ぐ
れ
な
秀
雄
と
、

翻
弄
さ
れ
る
妻
の
光
恵
、
娘
の
陽
子
が
人
生
の
時
々
に
出
く
わ
す

情
景
を
秀
逸
な
タ
ッ
チ
で
描
き
出
し
、
味
わ
い
が
深
い
で
す
。

　

次
に
遺
作
と
な
っ
た
『
海
炭
市
叙
景
』
。
架
空
の
街
、
海
炭
市

１
． 『
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
』
に
つ
い
て

　

約
40
年
前
の
国
立
市
を
舞
台
に
し
た
作
品
で
す
。
21
歳
の
僕
、

佐
知
子
、
静
雄
の
男
女
3
人
の
、
貧
乏
な
中
で
の
享
楽
的
な
青
春

と
暴
力
を
描
い
て
い
ま
す
。
一
見
、
一
つ
の
傘
に
三
人
入
る
と
い

う
「
三
人
傘
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
三
角
関
係
で
は
な
い
男

女
の
関
係
を
軽
や
か
に
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
ラ
ス
ト
で
ト
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
り
、
小
説
は
衝
撃
的
な

結
末
を
迎
え
る
の
で
す
。

　

最
初
の
感
想
は
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
生
活
か
ら
急
に
現
実
が
突
き

つ
け
ら
れ
る
ん
だ
な
、
刑
事
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
は
中
上

健
次
の
『
枯
木
灘
』
み
た
い
だ
な
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

読
書
サ
イ
ト
で
他
の
感
想
を
読
む
と
、
あ
の
ラ
ス
ト
の
事
件
は

い
ら
な
い
の
で
は
と
言
う
意
見
が
目
を
惹
き
、
芥
川
賞
選
評
で
丸

谷
才
一
も
、
「
た
だ
お
し
ま
ひ
の
は
う
は
感
心
し
な
い
。
人
殺
し

な
ん
か
入
れ
な
く
た
つ
て
い
い
の
に
。
佐
藤
さ
ん
は
小
説
的
な
恰

好
を
つ
け
よ
う
と
し
て
、
か
へ
つ
て
話
の
こ
し
ら
へ
を
荒
つ
ぽ
く

し
て
し
ま
つ
た
。
」
と
言
っ
て
い
た
し
、
映
画
で
も
あ
の
結
末
は

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
の
で
、
影
響
さ
れ
て
し
ま
い
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ

ブ
の
発
表
で
も
あ
の
結
末
は
な
い
方
が
よ
い
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

な
お
、
他
の
参
加
者
の
意
見
は
賛
否
相
半
ば
で
し
た
。

あ
ず
ま

佐
藤
泰
志
著

『
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
』

　
　
　
　
　

   —

逃
げ
た
先
の
人
生—

 
 

東 

健
太
郎

い
っ
こ
く

に
生
き
る
14
歳
の
少
年
か
ら
70
歳
の
女
性
ま
で
、
い
ろ
ん
な
人
物

が
遭
遇
す
る
人
生
の
一
断
面
と
哀
歓
が
描
か
れ
ま
す
。
登
場
人
物

は
佐
藤
の
分
身
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
由
度
が
増
し
、
よ

り
世
界
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
佐
藤
泰
志
の
最
高
傑
作
で

し
ょ
う
。
一
作
読
む
な
ら
こ
れ
で
す
。

　

『
狂
伝　

佐
藤
泰
志　

無
垢
と
修
羅
』
と
い
う
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

６
０
７
P
の
評
伝
を
読
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
佐
藤
愛
溢
れ
る
元
毎

日
新
聞
記
者
中
澤
雄
大
氏
が
、
地
道
に
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
重
ね
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
、
今
後
佐
藤
泰
志
研
究
を
す
る

際
の
第
1
級
の
資
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
佐
藤
の
一
刻
さ
と
無
頼
ぶ

り
で
す
。
結
婚
し
て
い
る
の
に
、
自
分
の
周
囲
に
魅
力
的
な
女
性

が
い
る
と
、
か
ま
わ
ず
手
を
出
そ
う
と
す
る
。
修
羅
場
の
連
続
で

妻
の
喜
美
子
さ
ん
は
ど
れ
だ
け
苦
労
し
た
こ
と
か
。
家
で
は
常
に

緊
張
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
、
佐
藤
が
亡
く
な
っ
て
妻
、
子
ど

も
と
も
に
ホ
ッ
と
し
た
そ
う
で
す
。
今
再
注
目
さ
れ
て
、
「
死
ん

で
花
実
が
咲
い
た
」
と
妻
の
喜
美
子
さ
ん
は
思
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
死
ん
で
か
ら
で
も
い
い
夫
に
な
っ
た
の
な
ら
良
か
っ
た
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
河
出
文
庫
）

（２）図書室月報 2023 年 (令和５年 )９月
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新
着
図
書
か
ら

聴
こ
え
な
い
母
に
訊
き
に
い
く 

五
十
嵐
大
（
柏
書
房
）
369

震
災
を
語
り
継
ぐ 

石
井
正
己
（
三
弥
井
書
店
）
369

災
害
〈
後
〉
を
生
き
る 

李
善
姫
編
著
（
新
泉
社
）
369

お
ひ
と
り
さ
ま
の
逆
襲 

上
野
千
鶴
子
（
ビ
ジ
ネ
ス
社
）
369

韓
国
・
基
地
村
の
米
軍
「
慰
安
婦
」
証
言 

金
貞
子
（
明
石
書
店
）
369

黙
殺
さ
れ
た
被
曝
者
の
声　

 

ト
リ
シ
ャ
・
Ｔ
・
プ
リ
テ
ィ
キ
ン
（
明
石
書
店
）
369

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
僕
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
作
っ
た
ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
に
包
ま
れ
た

 

山
口
政
佳
（
明
石
書
店
）
369

モ
ヤ
モ
ヤ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学 

李
永
淑
（
昭
和
堂
）
369

自
閉
症
を
語
り
な
お
す 

大
内
雅
登
（
新
曜
社
）
373

イ
ラ
ス
ト
版
１
０
分
で
身
に
つ
く
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の
使
い
方　

 

竹
内
和
雄　

（
合
同
出
版
）
375

生
涯
学
習
時
代
の
成
人
教
育
学 

渡
邊
洋
子
（
明
石
書
店
）
379

世
界
の
食
卓
か
ら
社
会
が
見
え
る 

岡
根
谷
実
里
（
大
和
書
房
）
383

韓
国-

食
の
文
化 

延
恩
株
（
桜
美
林
大
学
出
版
会
）
383

日
本
は
本
当
に
戦
争
に
備
え
る
の
で
す
か
？ 

 

岡
野
八
代
（
大
月
書
店
）
392

〈
自
然
科
学
〉

動
物
に
「
心
」
は
必
要
か 

渡
辺
茂
（
東
京
大
学
出
版
会
）
481

〈
文
学
〉

糸
暦 

小
川
糸
（
白
泉
社
）
91
お

コ
ロ
ナ
漂
流
録 

海
堂
尊
（
宝
島
社
）
91
か

く
も
を
さ
が
す 

西
加
奈
子
（
河
出
書
房
新
社
）
91
に

行
き
つ
戻
り
つ
死
ぬ
ま
で
思
案
中 

垣
谷
美
雨
（
双
葉
社
）
91
か

台
湾
文
学
と
い
う
プ
リ
フ
ォ
ニ
ー 

垂
水
千
絵
（
岩
波
書
店
）
910

あ
た
た
か
き
日
光 

田
中
綾
（
北
海
道
新
聞
社
）
910
み

マ
ナ
ー
ト
の
娘
た
ち 

デ
ィ
ー
マ
・
ア
ル
ザ
ヤ
ッ
ト
（
東
京
創
元
社
）
93
ア

シ
ベ
リ
ア
の
森
の
な
か
で

 

シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
テ
ッ
ソ
ン
（
み
す
ず
書
房
）
95
テ

〈
総
記
〉

月
の
本
棚 

清
水
美
穂
子
（
書
肆
梓
）
019

〈
哲
学
〉

動
物
が
く
れ
る
力 

大
塚
敦
子
（
岩
波
書
店
）
146

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
た
め
の
64
章　

 

久
志
本
裕
子
編
著
（
明
石
書
店
）
167

小
川
さ
ゆ
り
、
宗
教
２
世 

小
川
さ
ゆ
り
（
小
学
館
）
169

〈
歴
史
〉

ロ
シ
ア
の
二
〇
世
紀 

Ｍ
．
ホ
ダ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
（
藤
原
書
店
）
238

知
と
奇
で
め
ぐ
る
近
世
地
誌 
木
越
俊
介
（
平
凡
社
）
291

〈
社
会
科
学
〉

日
本
近
現
代
政
治
史 

小
笠
原
正
道
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
312

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
極
右 

ジ
ャ
ン
＝
イ
ヴ
・
カ
ミ
ュ
（
み
す
ず
書
房
）
312

世
界
の
片
隅
で
日
本
国
憲
法
を
た
ぐ
り
よ
せ
る

 

大
門
正
克
（
岩
波
書
店
）
323

学
ぶ
こ
と
を
選
ん
だ
少
年
た
ち 

大
江
將
貴
（
晃
洋
書
房
）
327

外
国
籍
だ
と
調
停
委
員
に
な
れ
な
い
の
？ 

 

日
本
弁
護
士
連
合
会
編
（
生
活
書
院
）
327

国
際
人
権
法
と
憲
法 

近
藤
敦
（
明
石
書
店
）
329

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ〈
北
大
西
洋
条
約
機
構
〉
を
知
る
た
め
の
71
章 

 

広
瀬
佳
一
編
著
（
明
石
書
店
）
329

華
僑
・
華
人
を
知
る
た
め
の
52
章 

山
下
清
海
（
明
石
書
店
）
334

お
そ
る
お
そ
る
育
休 

西
靖
（
ミ
シ
マ
社
）
366

記
録
と
記
憶
に
見
る
女
性
た
ち
と
百
年 

岡
真
理
（
明
石
書
店
）
367
お

「
イ
ク
メ
ン
」
を
疑
え
！ 

関
口
洋
平
（
集
英
社
）
367
せ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
法
と
政
治

 

辻
村
み
よ
子
（
花
伝
社
）
367
つ

貧
困
は
自
己
責
任
か 

高
沢
幸
男
（
彩
流
社
）
368

（３） 図書室月報 2023 年 (令和 5 年 )９月

＊もしもに役立つ、 いつものモノ選び－防災グッズは備えず使う！ 松永りえ （エムディエヌコーポレーション）

＊親子で学ぶ防災教室　災害食がわかる本 今泉マユ子 （理論社）

＊全災害対応！子連れ防災ＢＯＯＫ－１２２３人の被災ママパパと作りました ママプラグ （祥伝社）

＊震災復興はどう引き継がれたか－関東大震災 ・ 昭和三陸津波 ・ 東日本大震災 北原糸子 （藤原書店）

＊震災と死者－東日本大震災 ・ 関東大震災 ・ 濃尾地震 北原糸子 （筑摩書房）

＊帝都防衛－戦争 ・ 災害 ・ テロ [ 歴史文化ライブラリー ] (452) 土田宏成 （吉川弘文館）

＊災害の日本近代史－大凶作、 風水害、 噴火、 関東大震災と国際関係 土田宏成 （中央公論新社）

〈関東大震災から 100 年〉

 ①学べる！防災スタンプラリー………
②いま、ふり返る関東大震災の記憶…10月8 日（日  ）～

講座参考図書

9月23日（土・祝）

講座の詳細は公民館だより 9 月号をご覧ください。



　　

こ
の
本
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
１
９
年
に
読
売
新
聞
朝

刊
に
連
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
私
は
知
人
か
ら
紹
介
さ
れ
て
、
読
み
始
め
ま
し
た
。
上
下

２
巻
で
す
が
、
３
日
間
通
し
で
読
み
、
時
間
を
忘
れ
ま
し
た
。

上
巻
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
を
見
る
か
の
よ
う
に
一
気
に
、
そ
し
て

下
巻
は
法
と
死
に
つ
い
て
、
考
え
な
が
ら
で
し
た
。

　

桜
田
門
外
の
変
で
井
伊
大
老
が
暗
殺
さ
れ
、
世
の
中
が
激
動

の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
い
う
江
戸
時
代
末
期
が
舞
台
で
す
。
幕

府
の
法
を
守
る
三
奉
行
が
、
旗
本
が
起
こ
し
た
不
祥
事
を
評
定

し
て
い
ま
す
。
姦
通
の
罪
を
犯
し
た
と
い
う
旗
本
・
青
山
玄
蕃

に
、
老
中
は
切
腹
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

男
は
「
腹
は
切
り
た
く
な
い
」。
前
例
の
な
い
問
題
に
、
論
議
が

盛
ん
に
た
た
か
わ
さ
れ
ま
す
が
、な
か
な
か
結
論
が
出
ま
せ
ん
。

　

年
長
で
知
恵
者
の
町
奉
行
が
、
「
厠
に
て
ふ
と
思
い
つ
き
申

し
た
。」
と
蝦
夷
松
前
藩
へ
の
大
名
預
か
り
を
提
案
し
ま
す
。

　

玄
蕃
は
護
送
人
に
選
ば
れ
た
19
歳
の
見
習
与
力
・
石
川
乙
次

郎
と
と
も
に
、
奥
州
街
道
を
北
へ
と
歩
ん
で
行
き
ま
す
。
「
腹

が
減
っ
た
、
あ
ん
ま
を
呼
べ
」
と
、
口
も
態
度
も
悪
い
玄
蕃
で

す
。
し
か
し
道
中
、
事
情
を
抱
え
た
人
々
を
、
先
を
見
通
す
力

と
や
さ
し
さ
で
、
救
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

一
方
、
乙
次
郎
は
武
芸
に
も
学
問
に
も
優
れ
て
い
た
の
で
、

足
軽
の
次
男
坊
で
あ
り
な
が
ら
、
町
奉
行
所
の
与
力
に
婿
養
子

に
入
っ
た
の
で
し
た
。
実
家
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
弟
妹
を
抱

え
て
お
り
、
隠
す
の
に
大
変
で
す
。
婿
養
子
先
に
も
彼
を
迎
え

ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
あ
り
ま
す
。
義
父
は
病
気
で
、
妻
は
ま
だ

15
歳
で
す
。
祝
言
を
挙
げ
て
、
半
年
が
経
つ
の
に
、
こ
の
娘
が

自
分
の
女
房
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
で
も
兄
妹
の

よ
う
に
か
わ
い
が
り
、
旅
の
途
中
、
長
い
手
紙
を
送
り
ま
す
。

　

乙
次
郎
に
と
っ
て
初
め
て
の
関
所
を
通
る
の
に
、
三
奉
行
の

連
署
が
あ
る
通
行
手
形
を
さ
し
だ
し
ま
す
。
玄
蕃
は
、
か
の
弁

慶
の
よ
う
に
、
関
所
の
役
人
に
対
応
し
ま
す
。
「
貫
禄
と
い
い

気
品
と
い
い
、
さ
す
が
は
将
軍
家
の
御
本
陣
を
守
護
す
る
騎
馬

武
者
で
あ
る
」。

　

な
ぜ
玄
蕃
が
姦
通
の
罪
を
か
ぶ
っ
た
の
か
、
ま
た
出
生
の
秘

密
や
親
族
、
家
来
と
の
関
係
な
ど
、
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

ゆ
き
ま
す
。

　

終
始
冷
た
い
態
度
を
と
っ
て
い
た
、
乙
次
郎
も
旅
の
最
後
に 

は
、「
新
御
番
士
青
山
玄
蕃
頭
様
、た
だ
い
ま
ご
着
到
に
ご
ざ
る
。

く
れ
ぐ
れ
も
御
無
礼
な
き
よ
う
、（
中
略
）
御
案
内
下
さ
れ
よ
」。

　

こ
の
文
を
書
き
上
げ
る
間
に
、
私
に
と
っ
て
の
青
山
玄
蕃
で

あ
る
、
人
生
の
大
先
輩
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
信

念
を
曲
げ
な
い
で
、
自
分
の
道
を
進
ん
で
、
逝
か
れ
た
方
で
し

た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
合
掌
。 

(

中
央
公
論
新
社
）

  

浅
田
次
郎 

著

   

『
流
人
道
中
記
』

か
ん
つ
う

げ
ん
ば

ま
つ
ま
え
は
ん

え
ぞ

お
と

る

に

ん

ど

う

ち

ゅ

う

き

か
わ
や

図
書
室
の
つ
ど
い

　

地
方
の
貧
困
家
庭
で
育
ち
、
中
学
校
で
い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
を
経

験
し
た
ヒ
オ
カ
さ
ん
は
、
独
学
で
県
下
有
数
の
進
学
校
で
あ
る
公
立
高

校
、
現
役
で
難
関
の
公
立
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
学
後

も
貧
困
は
続
き
、
新
品
の
制
服
が
買
え
な
い
、
教
科
書
や
参
考
書
が
買

え
な
い…

…

な
ど
数
々
の
苦
労
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
う
し
た
自
身
の
体

験
を
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「n

o
t
e

」
で
公
開
し
た
「
私
が

〝
普
通
〟
と
違
っ
た
50
の
こ
と
～
貧
困
と
は
、
選
択
肢
が
持
て
な
い

と
い
う
こ
と
～
」
が
話
題
を
呼
び
、
会
社
員
を
経
て
、
ラ
イ
タ
ー
業

の
道
に
進
み
ま
し
た
。

〝
無
い
も
の
に
さ
れ
る
痛
み
に
想
像
力
を
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
弱
者
の

声
を
可
視
化
し
、
貧
困
問
題
や
格
差
に
関
す
る
取
材
・
執
筆
活
動
を
行

う
ヒ
オ
カ
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
生
い
立
ち
、
貧
困
問
題
、
学
校
や
社
会

で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
経
験
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貧
困
へ
の
理
解
を
深
め
、
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
ヒ
オ
カ
さ
ん
の
本
〉　

表
題
作
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）

講
師 
ヒ
オ
カ 

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
／
作
家
）

死
に
そ
う
だ
け
ど
生
き
て
ま
す

今
村 

三
郎

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
６
回
〉

講　師 内藤千珠子
　（大妻女子大学・近現代日本語文学）

と 　 き  ９月２１日 （木）  
 夜７時半～９時半
ところ 公民館  地下ホール
申込先 公民館  ☎（５７２）５１４１

―記憶の欠片をひろい集めて―

川越宗一 『熱 源』
　　　　　　　　　　　　　（文春文庫）

＊次回は１０月１２日 ( 木 )
村上春樹 『女のいない男たち』
（文春文庫） です。

くにたちブッククラブ

と　

き 

９
月
30
日
（
土
） 

 

昼
２
時
～
4
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

60
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

９
月
８
日
（
金
） 

朝
９
時
～

           

公
民
館　

☎(

５
７
２)

５
１
４
１

（４）図書室月報 2023 年 (令和 5 年 )９月
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